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漢
　
字
　
索
　
引

音葉雲雨有友又引一伊安我河何嘉
ア

一
オ
2

九

オ
4

一
ウ
3
・
八
ウ
4
・
一
〇
ウ
ー
・
一
三
オ
ー
1
・
一
五
オ
3

七
オ

2
7
・
一
〇
オ
ー
・
一
ニ
オ
4

一
四

ウ
8
・
二
〇
オ
7
8
・
二
ニ
オ
8

一
五
オ
4

六

オ
5
・
七
オ
6

ニ

ウ
5
・
八
ウ
7

五

ウ
6
・
八
ウ
8
・
一
〇
ウ
ー
1
・
一
ニ
オ
2
・
二
一
ウ
4

ニ

ウ
7
1
0
・
三
オ
4
・
三
ウ
ー
・
八
オ
3
・
一
一
ウ
6

一
五

オ
2
・
一
七
ウ
8

カ

一
オ
2

⊥ハ
オ

8
・
六
ウ
8
・
一
五
オ
ー
1
・

一
七
オ

ー
5
・
一
九
オ
2

一
オ
ー1

・

四

オ
2
・
六
ウ
5

一
六

ウ
ー
・
一
七
オ
7

給其海行京更月帰光過果火空外関

一
八

ウ
2

一
ニ
ウ
ー
1

ニ

ウ
6
・
四
オ
7
7
・
四
ウ
2
・
六
オ
ー
・
六
ウ
5
・
九
オ
ー
1
1
1

九

ウ
2
・
＝
ニ
ウ
3
・
一
五
ウ
2

五

ウ
4

二

一
オ
7

八
オ

4
1
1
・
九
オ
2
・
九
ウ
ー
0
・
＝
ウ
2
・
一
三
ウ
4
・
一
六

オ
2
・
一
六
ウ
ー
・
一
七
ウ
2
・
一
＝
オ
ー

ニ
オ

6
・
三
オ
9
・
七
ウ
4
・
；
一
ウ
6

六

ウ
9
・
七
オ
5
9

一
九
オ
8

一
七
ウ
ー

⊥ハ
ウ
9
・
一
五
ウ
ー
〇

三
オ
7

一
オ
4
・
ニ
オ
5
・
四
オ
ー
6
・
五
オ
5
・
五
ウ
6
8
1
1
・
六
オ

2
・
七
ウ
3
・
一
〇
ウ
4
6
1
0
・
＝
オ
2
・
一
四
オ
8
1
1
・
一

五

ウ
9
・
一
九
ウ
4

一
ニ

オ
2

七
オ
9



255 漢字索引

思只四残三　草柴 恨今国紅口　御居間 見契君
　
四
オ
3

　
一
オ
ー
0
・
二
ニ
オ
6

　
ニ

ウ
7
1
0
・
三
ウ
2
・
六
オ
ー
1
・
七
オ
ー
0
・
八
ウ
9
・
九
オ
2

　

＝
ニ
オ
ー
1
・
一
六
ウ
ー
・
一
七
ウ
4
・
一
九
ウ
3
・
二
〇
ウ
2
・

　
二

一
オ
4
・
二
ニ
オ
2

　

二
ニ
オ
2

　
⊥
ハ
ウ
ー
1
・
二
〇
オ
且

　
ニ

ウ
2
5
・
三
オ
8
・
三
ウ
2
3
・
四
オ
ー
0
・
五
オ
7
8
9
・
五

　
ウ
ー
0
・
六
オ
9
・
九
オ
ー
0
・
一
〇
オ
2
・
一
四
ウ
ー

　
七
オ
5

　
ニ

ウ
7
1
0

　
七

オ
8

　
ニ
オ

2
・
六
オ
6
・
六
ウ
2
・
七
ウ
2
・
八
ウ
ー
1

　

＝
ウ
ー

サ　
一
ウ
8

　
一
ウ
5
・
六
オ
ー
0
・
＝
ニ
ウ
ー
0
・
一
四
オ
8
・
一
五
オ
7
・
二
ニ

　
オ
5

　
五

ウ
3
・
一
〇
オ
ー
1
・
一
〇
ウ
9

六

ウ
9

　
一
オ
2

　
一
ニ
オ
8

　
一
オ
9
1
1
・
三
オ
6
・
四
オ
ー
1
・
四
ウ
7
8
9
1
1
・
五
オ
7
1
0
・

心成井鐘松　所春出袖秋舟手七色時　事侍枝

五

ウ
9
・
六
オ
4
・
九
オ
2
・
一
〇
ウ
2
・
一
一
オ
ー
1
・
一
四
オ

4
・
一
五
ウ
5
8
・
エ
ハ
オ
7
・
一
六
ウ
ー
・
一
七
ウ
ー
1
．
一
八

オ
9
・
一
九
ウ
2
・
二
〇
ウ
ー
0
・
［
ニ
オ
9

ニ
ウ
ー
〇

二

一
ウ
5

一
オ
3
・
七
オ
9
・
八
ウ
3
・
一
ニ
オ
8
・
一
七
オ
7
・
一
七
ウ

ー1

・

二
〇
オ

7
9

ニ

ウ
5
・
ニ
オ
7

一
ウ
5
8
二
一
ウ
ー
0
1
0
・
六
オ
ー
〇

五

ウ
8

六

オ
8
・
七
オ
ー
・
一
〇
オ
2

ニ

オ
5
・
一
七
オ
2
7
（
ニ
オ
5
は
傍
書
）

一
オ

6
・
一
ウ
9
・
一
五
オ
ー

ニ

オ
6
・
四
オ
3

七

ウ
ー
1
・
一
ニ
オ
7
・
一
六
オ
3
・
一
八
オ
ー
0
・
二
一
オ
4

六
オ
7

ニ

ウ
ー
1
・
八
オ
2
二
〇
ウ
2
・
＝
ニ
オ
3
・
＝
ニ
ウ
5
・
一
四

オ

8
・
一
六
ウ
6
・
一
八
オ
5
7
・
二
〇
ウ
ー
1

ニ
ウ
ー
0
・
九
オ
5
・
一
〇
ウ
ー
0
・
一
八
ウ
3

四

ウ
4

一
〇
ウ
ー
1

八

オ
8

一
オ
7
8
1
1
・
一
ウ
ー
7
・
ニ
オ
3
1
0
1
1
・
ニ
ウ
2
4
1
0
1
1
・
三

ウ
3
4
・
四
オ
2
9
・
四
ウ
7
8
・
五
オ
ー
1
・
五
ウ
9
1
1
・
六
オ
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身山千雪折夕宵勢　世吹　水神

3
5
・
六
ウ
6
8
9
・
八
オ
ー
・
八
ウ
ー
1
・
九
オ
ー
0
・
九
ウ
3
1
0

一
〇

ウ
ー
1
・
一
一
オ
5
1
0
・
一
一
ウ
ー
0
・
一
ニ
ウ
7
・
一
三
ウ
7

一
四
オ

ー
5
・
一
四
ウ
3
7
・
一
五
オ
・
一
五
ウ
5
5
1
0
1
1
・
一

六

オ
2
4
・
一
六
ウ
ー
・
一
七
ウ
ー
1
・
一
八
オ
2
・
一
九
オ
4
7

一
九

ウ
7
・
二
〇
オ
ー
0
1
0
・
二
〇
ウ
ー
6
8
・
二
一
ウ
2
3
1
0
1
1

二
三
オ
5

一
ウ
9
・
四
ウ
6
8
1
0
・
七
オ
ー
1
・
七
ウ
2
・
八
ウ
4
・
九
オ
3

九

ウ
5
・
一
一
オ
6
・
一
五
ウ
6
1
1
・
一
六
オ
2
・
一
六
ウ
ー
0
・

一
八
オ

ー
・
二
ニ
オ
3
5
7

ニ
オ

5
・
一
五
ウ
9

三

ウ
7
・
一
一
ウ
2
・
一
ニ
オ
5
7
1
0
・
一
五
オ
7
・
＝
ハ
オ
6

一
七
オ

8
・
一
九
オ
2

三
オ

2
・
一
〇
ウ
ー
〇

八

ウ
3
・
一
〇
ウ
2
・
一
一
オ
8
・
一
一
ウ
7
8
・
一
ニ
オ
7
・

一
四
オ

4
・
二
ニ
オ
7

九
オ
4

一
ウ
2
1
1
・
＝
ニ
ウ
7

一
五

オ
7

七

ウ
6

一
九
オ
ー1

二
＝
オ
5

一
七

ウ
9

ニ

ウ
9
・
五
ウ
7
・
八
オ
2
4
5
7
・
八
ウ
5
7
8
1
0
・
九
ウ
ー

9
二
〇
オ
7
・
一
六
オ
6
1
1
・
一
六
ウ
7
・
一
九
オ
ー
1
・
二
〇

ウ
3
・
二
一
オ
7
・
二
一
ウ
4
5

送川同冬都笛条朝　程庭通竹虫　中持　地道待打
夕

○
ウ
11

オ
5
7
10

一
八
ウ
ー
1

一
ウ
3
・
七
ウ
6

一
四
オ

6
・
一
七
オ
4

八
オ

ー
1
1
・
一
五
オ
ー
〇

ニ
ウ
ー
1
・
四
オ
9
・
九
ウ
ー
0
・
一
ニ
ウ
ー
1
・
二
〇
オ
ー
1
0
・
ニ

ウ
3

一
四
オ
2

ニ
ウ
2
・
一
一
オ
8
・
一
ニ
オ
ー
0
・
一
ニ
ウ
ー
0
・
＝
ニ
オ
ー
0
・

五

ウ
ー
二
八
オ
2
・
一
八
ウ
ー

一
オ
7

一
ニ
オ
ー1

一
ウ
3

一
オ

6
二
ニ
オ
ー
1
・
一
四
ウ
ー
1

一
オ
ー0

・

一
ウ
2
・
三
オ
3
ニ
ニ
ウ
4
⊥
ハ
ウ
8
・
八
ウ
7
・

四
オ

6
・
一
七
オ
7
・
一
ニ
オ
5
8

一
五
オ
7

一
オ
2

一
四
ウ
ー

二
〇
ウ
6

六
オ
ー〇

一
一
ウ
8



257 漢字索引

日廿二人女入風筆悲比半波
ナノ、

五

ウ
3

一
五

ウ
9

ニ
オ

8
・
三
ウ
4
・
四
ウ
2
・
五
ウ
3
8
・
六
オ
2
・
一
〇
オ
ー
1

一
ニ

オ
2
・
＝
ニ
ウ
6
・
一
四
オ
ー
・
一
五
ウ
8
9
・
一
⊥
ハ
ウ
9

一
七

ウ
ー
・
一
九
オ
4
・
二
〇
ウ
7
1
0
・
二
一
オ
7
・
二
一
ウ
3

六

ウ
8
・
八
ウ
5
・
二
一
オ
7

九

オ
7

ニ

ウ
5
・
三
オ
4
・
三
ウ
4
8
・
四
オ
5
・
四
ウ
4
・
五
オ
8
9

五

ウ
3
3
4
・
六
ウ
8
9
・
七
ウ
5
7
8
9
1
0
・
八
オ
2
5
・
八

ウ
2
2
・
九
オ
6
9
1
0
1
0
・
九
ウ
6
・
一
〇
オ
5
6
7
1
0
・
＝

ウ
3
7
・
一
ニ
オ
4
7
二
ニ
ウ
9
・
＝
ニ
オ
8
8
・
一
四
オ
ー

一
四

ウ
5
・
一
五
ウ
ー
1
二
六
オ
ー
・
一
六
ウ
7
8
二
七
オ
ー

4
4
・
一
七
ウ
2
・
一
八
オ
2
・
一
九
ウ
6
1
0
・
二
〇
オ
3
4
5

二
〇

ウ
2
6
・
二
一
オ
ー
1
・
一
＝
ウ
ー
・
二
ニ
オ
2
1
0

一
八

ウ
2

一
三
ウ
ー
〇

三

ウ
4
・
七
ウ
3
・

四
ウ
ー
〇

三
オ
ー
1
・
七
オ
ー
〇

三
オ

2
・
五
ウ
2
・ 一

ニ
ゥ
ー
1

一
九
ウ
ー

暮仏浦夢命明名聞門文物木夜也猶野屋
マヤ

一
八
オ
3

ニ
ウ
2
・
六
オ
ー
・

一
三

ウ
6

一
〇
オ
2

一
七

ウ
5

一
五
ウ
ー
〇

八
ウ
ー
1
・
一
ニ
ゥ
ー
1

一
ウ
ー
3
・
ニ
オ
3
・
三
ウ
ー
0
・
四
オ
5
・
六
オ
5
．
八
オ
3
．

一
一
オ
8
・
一
四
オ
4
・
一
六
ウ
9
・
一
九
オ
7

ニ

ウ
9
・
八
オ
3
・
一
四
ウ
9
・
一
八
オ
8

一
オ

7
・
五
ウ
4
・
六
ウ
4
・
一
五
オ
ー
0
1
1
・
一
五
ウ
2

三

ウ
3
・
六
オ
9
・
七
オ
4
6

一
オ
2

三
ウ
2
・
四
オ
ー
1
・
六
ウ
ー
・
＝
ニ
オ
4
・
一
四
ウ
ー
．
一
六
オ

6九
オ
8
・
九
ウ
ー
1

一
ウ
3
・
五
ウ
4
8
・
七
ウ
5
9
・
八
ウ
ー
・
九
ウ
8
・

9
・
＝
一
オ
3
・
＝
ニ
ウ
ー
0
・
一
五
ウ
8
・
一
九
オ
5

一
＝

オ
2

一
六

ウ
7

一
一
オ
ー1

・

一
四

ウ
6
二
ニ
ウ
ー
0

一
一
オ
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露路恋涙旅立乱
ラ

一
オ
8

ニ
ウ
ー
・
五
オ
9

一
六

ウ
5

五

ウ
ー
1
・
九
オ
ー
・
一
五
オ
5
・
一
六
オ
4

一
一
オ

3
・
一
七
ウ
2
・
一
九
オ
4

一
八

ウ
2

一
オ

6
・
四
オ
3
・
五
ウ
5
二
〇
オ
9
・

10
・

一四
ウ
ー
1

＝
ウ
6
・
一
四
オ

ワ

絵院

一
オ

2
・
ニ
ウ
7

一
八

ウ
4

々

ニ

ウ
5
9
1
0
・
一
六
ウ
6
・
一
七
オ
4
・
一
七
ウ
2



『
う
た
s
ね
』
索
引
に
よ
る
語
彙
考
察

酒

井
憲
　
二

一

　

こ
の
索
引
は
凡
例
に
も
示
し
た
よ
う
に
東
山
御
文
庫
本
を
底
本
と
し
、
尊
経
閣
文
庫
本
・
松
平
文
庫
本
・
扶
桑
拾
葉
集
本
お
よ
び
群
書

類
従
本
を

校
本
と
し
て
、
そ
れ
ら
諸
本
の
本
文
・
傍
書
等
を
批
校
・
勘
案
し
た
語
句
を
も
少
し
く
含
ん
で
い
る
し
、
ま
た
、
古
典
語
の
複

合
意
識
に

も
と
つ
い
て
、
接
辞
や
造
語
成
分
等
を
分
出
し
て
項
目
を
立
て
た
り
参
照
を
施
し
た
り
し
て
い
る
の
で
、
か
な
ら
ず
し
も
厳
密

な
語
数
の
計
算
と
は
な
り
が
た
い
が
、
こ
の
索
引
に
よ
る
『
う
た
s
ね
』
の
異
な
り
語
数
お
よ
び
延
べ
語
数
は
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

『うた～ね』索引による語彙考察259

延

べ

語

数

22

50

23

72

45

59

05

53

48

10

27

89

54

73

17

00
　
ウ
“
　
噸
⊥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
占
　
ー
ム
　
　
　
　
　
　
　
9
一

異

な
り
語
数
1
3
3
5
3
9
3
2
1
0
1
3
3
5
4
5
1
5
4
2
6
2
7
2
3
2
7

延

べ

語

数

異
な
り
語
数

1
2
3
9
5
1
1
2

Q
O
　
づ
⊥
　
　
ウ
一
　
〇
U

の

は
ひ
ふ
へ
ほ
ま
み
む
め
も
や
ゆ
よ
ら

74

78

丁
⊥
　
　
¶
⊥

92

あ

い

う

64

49

50

44え

り

1
3
0

　
1

23

4
1
1
2

る
れ
わ
ゐ
ゑ
を

20

4
90

56

78

20

14

狙

09

17

76

84

25

11

43

91

44

32

18

2
2
　
　
　
2
1
1
1
　
　
1
　
1
1
2
3
3
1

お

か

き

く

け

こ

さ

し

す

せ

そ

た

87

97

25

29

10

68

47

49

26

11

20

52

8ち

つ　40

8て

と

な

に

56

64

23

計1292526018

ρO
　
　
C
U

ぬ

ね
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（
1
）

　
異

な
り
語
数
は
『
竹
取
物
語
』
の
そ
れ
に
ほ
ゴ
匹
敵
す
る
。
延
べ
語
数
が
竹
取
の
そ
れ
よ
り
は
る
か
に
少
な
い
の
は
、
全
体
の
分
量
が

少
な

い

か

ら
で
あ
ろ
う
が
、
時
代
が
降
っ
て
擬
古
文
と
し
て
の
彫
琢
も
そ
れ
な
り
に
加
わ
っ
て
お
り
、
極
端
な
同
語
反
復
が
少
な
く
各
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

の
使
用
度
数
が
小
さ
い
た
め
で
も
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

二

　
助
詞
・
助
動
詞
以
外
で
使
用
度
数
の
比
較
的
多
い
も
の
、
こ
s
う
み
に
度
数
8
以
上
の
珊
語
を
あ
げ
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
（
派
生

語
の

類
を
も
含
む
。
た
と
え
ば
「
憂
し
」
に
は
「
心
憂
し
・
物
憂
し
・
ま
憂
し
」
も
、
ま
た
「
憂
瀬
・
憂
人
・
憂
身
・
憂
世
・
憂
さ
」
を
も
含
め
て
み
た
。

そ

の

う
ち
、
8
以
上
の
も
の
が
あ
れ
ば
更
に
重
出
ー
「
思
ふ
」
に
お
け
る
「
思
出
づ
・
思
続
く
」
な
ど
。
）

　
　
思
ふ
77

　
　
心
66

　
　
す
5
9
　
　
人
5
6
　
　
無
し
5
2
　
　
有
り
4
8
　
　
成
る
4
5
　
　
出
づ
4
1
　
　
程
4
0
　
　
い
と
3
7
　
　
見
る
3
5

　
　
心

地
四
　
山
勿
　
　
事
η
　
打
i
・
所
・
見
ゆ
為
　
　
知
る
・
立
つ
・
行
く
2
3
　
方
2
2
　
唯
2
1
　
身
2
0
　
　
ー
果
つ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ま

　
　
都
1
9
　
憂
し
・
来
・
心
細
し
・
月
1
8
　
物
・
世
・
夜
1
6
　
今
・
夢
1
5
　御
ー
・
聞
ゆ
・
様
1
4
　
哀
れ
（
に
）
・
言
ふ
・
帰

　
　
（
返
）
る
・
此
処
・
此
の
・
頃
・
ー
さ
・
何
・
物
1
1
3
　
　
音
・
覚
ゆ
・
給
ふ
・
寝
る
・
又
1
2
　
　
雨
・
多
か
り
・
暗
し
・
ー
共
・
涙

　
　
・
降
る
1
1
　
　
恐
ろ
し
・
斯
く
・
影
・
悲
し
・
彼
の
・
聞
く
・
雲
・
近
し
・
果
敢
無
し
（
げ
）
・
待
つ
・
道
・
水
・
居
る
・
折
1
0

　
　
命
・
思
出
づ
・
掻
ー
・
書
く
・
川
（
河
）
・
里
・
過
ぐ
・
絶
ゆ
・
ー
路
・
続
く
・
人
知
れ
ず
・
目
・
宵
9
　
　
怪
し
・
如
何
に
・
い
と

　
　

ゴ
（
し
）
・
入
る
・
思
続
く
・
風
・
草
・
此
れ
・
さ
す
が
（
に
）
・
其
の
・
付
く
・
取
る
・
中
・
光
・
臥
す
・
様
に
8

「
思

ふ
」
に
始
ま
り
「
心
」
に
続
く
こ
の
表
か
ら
は
本
書
の
日
記
文
学
・
自
照
文
学
と
し
て
の
性
格
を
如
実
に
う
か
s
う
こ
と
が
出
来
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

う
。
　
『
古
典
対
照
語
い
表
』
の
諸
作
品
と
比
較
し
て
み
て
も
「
思
ふ
」
や
「
心
」
を
ー
・
2
位
と
す
る
も
の
は
無
い
よ
う
で
あ
る
。

　
　
思
ふ

　
　
古
今
3
　
蜻
蛤
4
　
後
撰
5
　
伊
勢
・
源
氏
8
　
枕
・
更
級
・
徒
然
1
0
　
万
葉
・
紫
H
　
竹
取
1
4
　
土
左
1
9
位
の
順

　
　
心
　
　
　
源
氏
5
　
方
丈
6
　
後
撰
・
紫
・
徒
然
8
　
古
今
1
0
　
蜻
蛉
1
4
　
万
葉
・
伊
勢
1
5
　
竹
取
・
更
級
1
8
　
枕
1
9
　
土
左
2
0
位



『うたXね』索引による語彙考察261

　
　
　
　
　
　
の
順

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

し
か
も
『
う
た
s
ね
』
は
「
心
地
」
を
1
2
位
と
す
る
。
　
「
心
地
」
は
「
心
」
に
比
し
て
「
事
態
か
ら
そ
の
場
で
受
け
る
気
分
・
感
じ
」
を

表
わ
す
と
い
わ
れ
る
。
　
『
古
典
対
照
語
い
表
』
の
一
四
作
品
中
に
は
2
0
位
ま
で
に
「
心
地
」
を
存
す
る
も
の
は
見
え
な
い
。
『
う
た
s
ね
』

は

ま
さ
に
「
心
地
」
の
文
学
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
更
に
「
心
」
の
中
で
も
「
心
細
し
」
が
も
っ
と
も
多
く
（
1
8
語
．
2
6
位
）
、
「
思

ふ
」
の
中
で
は
「
思
出
づ
・
思
続
く
」
な
ど
を
多
く
含
む
。
思
出
の
中
に
心
細
く
思
続
け
る
心
地
の
表
出
、
と
で
も
い
う
こ
と
に
な
ろ
う

か
。
ま
た
、
形
容
語
の
中
で
も
「
憂
し
・
哀
れ
・
物
ー
（
「
物
憂
し
」
な
ど
）
・
暗
し
・
恐
ろ
し
・
悲
し
・
果
敢
無
し
（
げ
）
・
人
知
れ
ず
・
怪

し
」
な
ど
、
マ
イ
ナ
ス
的
心
情
語
の
使
用
度
が
高
い
。
不
幸
な
恋
愛
に
傷
つ
い
た
感
情
の
吐
露
が
作
品
の
中
核
を
な
す
次
第
を
、
こ
れ
ら

多
用
語
は
雄
弁
に
物
語
る
も
の
s
ご
と
く
で
あ
る
。

三

こ
れ
ら
多
用
語
の
う
ち
、
も
っ
と
も
注
目
す
べ
き
は
「
1
果
つ
」
で
あ
ろ
う
。

　
お

と
ろ
へ
は
つ
る
身
も
わ
れ
か
の
こ
s
ち
の
み
し
て

　
む
め

が
え

の

色
づ
き
そ
め
し
は
じ
め
よ
り
冬
草
か
れ
は
つ
る
ま
で

　
月
ご
ろ
わ
づ
ら
ひ
給
け
る
が
つ
ゐ
に
き
え
は
て
給
に
け
れ
ば

　
き
え
は
て
ん
け
ぶ
り
の
の
ち
の
く
も
を
だ
に
圃

　
こ
s
ろ
の
中
ば
か
り
に
て
く
た
し
は
て
ぬ
る
は
い
と
か
ひ
な
し
や

　
か

s
る
よ
も
ぎ
が
そ
ま
に
く
ち
は
つ
べ
き
契
こ
そ
は
劃

暮
は

つ

る
空
の
け
し
き
も
日
ご
ろ
に
こ
え
て
心
ぼ
そ
く
か
な
し

　
く
れ
は
つ
る
ほ
ど
に
ゆ
き
つ
き
た
れ
ば

一
六
ウ
ー
〇

六
オ
ー〇

　
四
オ
7

一
ニ

ウ
8

一
六
ウ
ー
〇

二
ニ

オ
6

一
三

ウ
6

二

一
ウ
9
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身
を
う
き
草
に
あ
く
が
れ
し
心
も
こ
り
は
て
ぬ
る
に
ゃ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
ニ
オ
5

　
　
心

な
ら
ず
も
夢
の
か
よ
ひ
ぢ
た
え
果
ぬ
べ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
オ
8

　
　
い

ま
と
ち
め
は
て
つ
る
い
の
ち
な
れ
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
オ
3

　
　
た
ゴ
一
す
ぢ
に
な
き
に
な
し
は
て
つ
る
身
な
れ
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
ウ
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
い

つ

は
り
に
さ
へ
な
ら
ひ
は
て
に
け
る
こ
と
も
あ
る
に
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
ウ
8

　

　
つ
ゐ
に
い
か
に
な
り
は
て
ん
と
す
ら
ん
と
心
ぼ
そ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
ウ
6

　
　
同
じ
世
と
も
お
ぼ
え
ぬ
ま
で
に
へ
だ
、
り
は
て
に
け
れ
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
ウ
9

　
　
か

S
る
わ
た
り
を
さ
へ
へ
だ
て
は
て
ぬ
れ
ば
圏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
オ
9

　
　
　
　
　

　
　
い
た

く
よ
は
り
は
て
に
け
れ
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
オ
5

　
　
さ
る
べ
き
人
み
な
わ
た
り
は
て
ぬ
れ
ど
人
々
も
こ
し
や
む
ま
と
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
七
オ
4

　
　
い

と
せ
め
て
わ
び
は
つ
る
な
ぐ
さ
み
に
さ
そ
ふ
水
だ
に
あ
ら
ば
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
オ
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

実
に
1
7
語
1
9
例
に
お
よ
ぶ
。
　
『
源
氏
物
語
』
に
も
「
明
か
し
果
つ
・
飽
き
果
っ
」
な
ど
皿
語
を
数
え
る
が
、
源
氏
は
約
4
0
倍
の
言
語
量
を

有

す
る
作
品
で
あ
る
か
ら
、
率
か
ら
言
え
ば
『
う
た
s
ね
』
は
6
倍
強
の
高
率
と
な
る
。
こ
の
う
ち
半
数
以
上
の
「
衰
へ
果
つ
・
朽
ち
果

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
・

懲
り
果
つ
・
閉
ぢ
め
果
つ
・
習
ひ
果
つ
・
隔
た
り
果
つ
・
隔
て
果
つ
・
弱
り
果
つ
・
渡
り
果
つ
・
佗
び
果
つ
」
の
1
0
語
は
源
氏
に
用

例
が
見
え
な
い
。
ま
た
×
印
を
付
し
た
6
語
は
通
行
の
国
語
辞
書
に
未
登
載
で
あ
る
。
次
節
に
述
べ
る
よ
う
に
、
こ
の
作
品
は
語
彙
の
大

部
分
を
源
氏
に
仰
ぐ
擬
古
文
で
は
あ
る
が
、
こ
の
「
ー
果
つ
」
に
至
っ
て
は
ま
っ
た
く
の
異
例
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
作
者
の
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

り
癖
と
い
う
よ
り
も
、
　
『
十
六
夜
日
記
』
に
は
「
入
り
果
つ
・
朽
ち
果
つ
」
等
1
0
語
を
数
え
得
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
本
書
の

特
徴
的
表
現
の
｝
つ
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
y
一
途
に
突
き
進
ん
で
窮
極
的
な
限
界
状
況
に
到
達
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
す
る
心
情
的

傾

向
性
が
、
か
s
る
表
現
を
多
用
さ
せ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
意
味
で
も
『
う
た
s
ね
』
は
純
粋
な
青
春
時
代
の
習
作
と
言
っ
て
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凡
例
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
索
引
で
は
各
項
目
ご
と
に
『
源
氏
物
語
』
に
使
用
例
が
あ
る
か
ど
う
か
を
検
証
し
て
み
た
。
そ
の
結

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

果
、
異
な
り
語
数
一
二
九
二
語
の
う
ち
、
　
「
御
ー
」
な
ど
厳
密
に
は
問
題
も
あ
ろ
う
が
、
実
に
8
6
％
強
、
＝
二
〇
語
が
源
氏
の
用
語
で

あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
竹
取
・
伊
勢
・
宇
津
保
物
語
や
枕
草
子
、
古
今
・
後
撰
・
拾
遺
和
歌
集
な
ど
、
更
に
は
更
級
・
寝
覚
・
狭
衣
な

ど
、
他
の
平
安
朝
期
仮
名
文
学
の
諸
作
品
に
用
例
の
見
え
る
語
ま
で
含
め
る
と
、
9
3
％
に
お
よ
ぶ
。
次
節
に
述
べ
る
よ
う
に
そ
の
他
も
お

》
む
ね
擬
似
平
安
朝
語
で
あ
る
か
ら
、
本
書
は
ほ
ゴ
完
全
に
近
い
模
範
的
な
和
文
語
作
品
と
い
え
よ
う
。
た
と
え
ば
、
こ
れ
を
手
近
な

　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

『
新
猿
楽

記
』
の
語
彙
と
比
べ
て
み
ょ
う
。
新
猿
楽
記
は
藤
原
明
衡
撰
と
伝
え
ら
れ
る
記
録
文
体
に
よ
る
初
期
的
往
来
物
で
あ
る
が
、
異

な

り
語
数
二
七
五
三
語
の
う
ち
、
源
氏
用
語
は
3
6
％
強
、
部
分
的
一
致
語
や
他
の
平
安
朝
期
仮
名
文
学
用
語
を
含
め
て
み
て
も
4
0
％
に
過

ぎ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
新
猿
楽
記
は
普
通
の
雅
文
に
は
現
れ
に
く
い
日
常
生
活
的
な
名
彙
を
主
と
す
る
も
の
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
に

し
て
も
こ
の
隔
た
り
は
注
目
に
価
し
よ
う
。
『
う
た
〉
ね
』
は
地
の
文
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
会
話
文
や
消
息
に
お
い
て
も
、
い
わ
ゆ
る

漢
文
訓
読
特
有
語
を
ほ

と
ん
ど
含
ん
で
い
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
特
殊
な
表
現
効
果
を
ね
ら
っ
て
訓
読
語
も
か
な
り
取
り
入
れ
た
源
氏
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
皿
）

枕
以
上
に
、
あ
る
い
は
「
殆
ど
純
粋
に
和
文
的
な
も
の
」
と
い
わ
れ
る
伊
勢
や
蜻
蛉
、
紫
・
和
泉
式
部
日
記
な
ど
以
上
に
、
よ
り
純
粋
な

和
文
語
作
品
と
い
っ
て
よ
い
か
と
思
う
。
習
作
的
擬
古
文
と
規
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
所
以
で
あ
る
。

五

残
り
の
7
％
に
は
次
の
諸
語
を
含
む
。

A
　

固
有
名
詞
　
　
安
嘉
門
院
四
条
・
浜
名
浦
・
法
金
剛
院
・
法
輪
な
ど
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B
　
誤
写
と
覚
し
き
も
の
　
　
あ
さ
ま
・
こ
s
う
せ
う
・
せ
ぬ
れ
い
・
ま
は
り
は
つ
・
も
の
け
し
等

　
C
　
現
行
辞
書
類
に
載
録
が
無
い
か
、
あ
っ
て
も
降
っ
た
時
代
の
用
例
し
か
無
い
も
の

C
に
つ
い
て
は
す
で
に
次
田
香
澄
氏
が
時
代
語
の
反
映
と
し
て
「
あ
よ
む
・
お
び
た
s
し
・
さ
れ
ば
さ
ら
ん
・
な
を
ざ
り
な
く
．
く
ち
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

ん
」
な
ど
を
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。
以
下
、
C
に
つ
い
て
重
複
を
避
け
て
別
の
観
点
か
ら
少
し
く
述
べ
る
。

　
先
に
触
れ
た
「
ー
果
つ
」
の
6
語
以
外
に
次
の
諸
語
が
現
行
辞
書
に
見
え
な
い
。

　
　
う
ち
こ
わ
つ
く
ろ
ふ
（
「
う
ち
こ
わ
つ
く
る
」
は
源
氏
に
、
「
こ
わ
つ
く
ろ
ひ
」
は
古
事
談
に
見
え
る
）

　
　
か
け
と
ま
る
（
「
か
け
と
ど
ま
る
・
か
け
と
む
」
は
源
氏
に
、
カ
ケ
ト
メ
・
ム
ル
・
メ
タ
は
日
ポ
辞
書
に
見
え
る
）

　
　
ひ

と
い
（
偏
）
に
・
む
か
へ
（
向
）
の
山
（
「
ひ
と
へ
に
・
む
か
ひ
の
山
」
は
そ
れ
ぐ
源
氏
に
見
え
る
。
誰
語
で
あ
ろ
う
が
中
近
世
の
文
献
に
は
散

　
　
　
　

見
す
る
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

　
　
生
ひ

続
く
・
助
け
扱
ふ
・
上
り
来
る
・
待
ち
慣
る
・
漏
り
濡
る
・
破
り
返
す
・
歪
み
立
つ
（
こ
れ
ら
の
う
ち
「
ま
ち
な
る
」
は
歌
語
で
あ

　
　
　
　

る
か
ら
新
後
撰
・
風
雅
な
ど
に
見
え
る
。
い
ず
れ
も
大
型
辞
書
に
は
登
載
す
べ
き
で
あ
ろ
う
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

「
お
ち
つ
き
ど
こ
ろ
・
く
ち
う
ん
・
め
ば
や
き
」
（
落
着
所
・
口
論
く
以
上
、
日
本
国
語
V
、
目
早
し
〈
岩
波
古
語
〉
。
メ
バ
ヤ
ナ
が
日
ポ
に
見
え

る
）
な
ど
は
い
ず
れ
も
本
書
を
初
出
と
す
る
が
、
　
「
い
た
づ
ら
も
の
く
史
記
抄
・
日
ポ
∨
・
お
と
ろ
へ
は
つ
〈
狂
言
〉
・
お
も
ひ
く
つ
く
続

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
う
じ
ぐ
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ン
ト
ィ
フ

後
拾
遺
∨

・

か

き
す
つ
く
申
楽
談
義
．
日
ポ
V
・
し
や
う
じ
ぐ
ち
く
源
氏
∨
・
た
ち
か
さ
な
る
〈
増
鏡
・
日
ポ
〉
・
な
に
と
い
ふ
〈
狂
言
〉
・

を

り
か
さ
な
る
く
日
ポ
V
」
の
諸
語
は
時
期
的
に
早
い
本
書
の
用
例
を
出
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
「
う
み
ち
（
海
路
）
・
し
み
と
ほ
る
・

ぬ
れ

と
ほ
る
・
み
ち
ゆ
き
び
と
」
等
、
上
代
語
と
し
て
の
用
例
し
か
無
い
も
の
も
本
書
の
用
例
は
恰
好
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
「
し

み

と
ほ
る
」
以
下
は
日
ポ
辞
書
に
も
見
え
る
。
そ
の
他
、
「
心
の
丈
く
山
家
∨
・
ま
と
か
な
る
月
〈
訓
点
〉
」
な
ど
、
歌
語
や
訓
点
語
と
し

て
だ
け
で
な
く
、
散
文
の
用
例
と
し
て
貴
重
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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ヘ
　
　
シ
　
　
ト
　
　
へ

　
訓
読
特
有
語
は

稀
で

あ
る
と
は
い
っ
て
も
、
さ
す
が
に
時
代
の
子
で
あ
っ
て
、
「
あ
る
い
は
・
い
た
ま
し
む
る
・
か
つ
う
は
・
き
た
る
」

等
を
拾

う
こ
と
が
出
来
る
。
中
で
も
、
お
そ
ら
く
は
こ
の
系
列
に
属
す
る
も
の
と
し
て
接
続
詞
の
「
な
れ
ど
も
」
に
は
注
意
す
べ
き
で
あ

ろ
う
。

　
　
あ
や
し
く
も
の
く
る
を
し
き
も
の
s
さ
ま
か
な
と
み
お
ど
ろ
く
人
お
ほ
か
る
ら
め
な
れ
ど
も
か
つ
ら
の
さ
と
人
の
な
さ
け
に
を
と
ら

　
　

め
や
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
オ
6

『
日
本
国
語
大
辞
典
』
は
日
蓮
遺
文
と
史
記
抄
を
挙
げ
る
が
、
こ
の
語
は
早
く
湯
沢
幸
吉
郎
氏
が
史
記
抄
と
蒙
求
抄
と
を
挙
げ
て
紹
介
せ

　
　
　
（
1
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

ら
れ
て
お
り
、
近
く
は
坂
詰
力
治
氏
が
書
陵
部
蔵
『
魯
論
抄
』
の
例
に
論
及
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
こ
の
語
は
、

断
定
の
助
動
詞
「
な
り
」
の
巳
然
形
に
接
続
助
詞
の
「
ど
も
」
が
付
い
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
　
『
う
た
s
ね
』
の
そ
れ
は
、
ま
さ
に
そ
の

自
立
語
化
す
る
過
程
を
如
実
に
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
抄
物
に
は
「
ア
レ
ド
モ
・
シ
タ
レ
ド
モ
」
な
ど
と
共
に
普
通
に
用
い
ら
れ
る
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

で
あ
り
、
史
記
抄
・
蒙
求
抄
・
魯
論
抄
な
ど
の
ほ
か
に
毛
詩
抄
に
も
次
の
よ
う
に
現
れ
る
が
、
　
『
う
た
＼
ね
』
の
よ
う
な
仮
名
文
学
に
使

用

さ
れ
る
こ
と
は
極
め
て
異
例
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
本
書
の
時
代
性
を
象
徴
す
る
も
の
s
ご
と
く
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
　
　
ト
　
　
へ

　
　
其

ナ
リ
共
只
衛
ノ
一
ニ
セ
イ
カ
シ
ナ
レ
共
国
ノ
風
義
別
ナ
ソ
声
力
別
ナ
ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巻
二
、
ニ
ウ
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ね
　
　
も

　
　
段

ノ
代
ニ
モ
カ
ヲ
以
テ
取
事
ハ
有
タ
程
ニ
ナ
レ
ト
モ
マ
ツ
民
力
楽
処
バ
カ
ウ
ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
、
三
五
オ
4

な

お
、
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
が
丹
波
与
作
や
真
景
累
ケ
淵
の
用
例
を
出
し
て
い
る
よ
う
に
、
江
戸
時
代
に
は
一
般
に
広
く
用
い
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
た
と
え
ば
歌
舞
伎
評
判
記
な
ど
に
も
次
の
よ
う
に
現
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
シ
　
　
シ

　
　
い

か
に

し
て
も
懐
妊
と
は
見
へ
ざ
る
よ
し
、
な
れ
共
お
子
に
極
ツ
た
子
細
は
、
折
く
お
腹
の
中
か
ら
物
を
仰
ら
る
s
、
あ
の
は
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

　
　
め

い

さ
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
徳
六
年
四
月
『
芝
居
昼
小
袖
（
京
）
』
　
1
7
オ
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今
京
大
坂

に
、
く
ら
べ
て
み
る
人
が
な
さ
に
、

　
　
　
　
　
　
　
マ
こ

前
々
か
ら
す
か
せ
ら
ぬ

七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

お
の
つ
か
ら
長
十
郎
く
と
も
て
は
や
す
、
な
れ
共
女
中
は
、
此
人
の
芸
は
ず
ん
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

享
保
十
四
年
正
月
『
役
者
登
志
男
（
京
）
』
　
1
2
ウ

　
本
書
に
は
「
さ
す
が
」
と
「
さ
す
が
に
」
と
が
そ
れ
ぐ
4
例
ず
つ
あ
っ
て
、
こ
の
索
引
で
は
一
往
別
項
と
し
て
み
た
。
す
な
わ
ち
次

の

と
お
り
で
あ
る
。

　
　

さ
す
が
め
も
あ
は
ず
み
じ
ろ
き
ふ
し
た
る
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
オ
ー

　
　
さ
す
が
そ
ゴ
ろ
お
そ
ろ
し
か
り
け
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
オ
2

　
　
さ
す
が
ひ
た
み
ち
に
ふ
り
は
な
れ
な
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
ウ
4

　
　
さ
す
が
な
ら
は
ぬ
ひ
な
の
な
が
ち
に
お
と
ろ
へ
は
つ
る
身
も
わ
れ
か
の
こ
＼
ち
の
み
し
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
ウ
9

　
　
さ
す
が
に
た
え
ぬ
夢
の
心
ち
は
あ
り
し
に
か
は
る
け
ち
め
も
み
え
ぬ
も
の
か
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
オ
3

　
　
さ
す
が
に
お
ぼ
し
い
つ
る
お
り
も
や
と
心
を
や
り
て
圏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
オ
ー
1

　
　
お
な
じ
か
や
s
ど
も
な
ど
さ
す
が
に
せ
ば
か
ら
ね
ど
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
ウ
6

　
　
さ
す
が
に
心
ぼ
そ
く
て
人
見
わ
く
べ
く
も
あ
ら
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
ウ
ー

　
い
ず
れ
も
副
詞
的
用
法
で
あ
っ
て
、
　
「
さ
す
が
」
と
「
さ
す
が
に
」
と
の
間
に
意
味
上
の
相
違
は
認
め
が
た
く
、
ま
た
、
5
丁
表
に
は

両
者
共
に

用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
場
面
的
な
差
異
も
見
出
し
が
た
い
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
源
氏
物
語
に
は
「
さ
す
が
に
」
は
邪
例

も
あ
る
の
に
「
さ
す
が
」
は
わ
ず
か
に
3
例
の
み
、
し
か
も
そ
の
3
例
は
『
源
氏
物
語
大
成
校
異
篇
』
に
よ
れ
ば
い
ず
れ
も
別
本
に
は

「
さ
す
が
に
」
と
見
え
る
。
つ
ま
り
、
源
氏
で
は
「
さ
す
が
に
」
な
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
平
家
物
語
で
は
「
さ
す
が
に
」
は
た
ぶ
1
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

に

過
ぎ
ず
他
の
3
9
例
は
す
べ
て
「
さ
す
が
」
で
あ
る
。
源
氏
と
平
家
と
の
間
に
は
か
く
も
蔵
然
た
る
区
別
が
厳
存
す
る
の
で
あ
る
。
中
古
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仮
名
文
と
中
世
和
漢
混
渚
文
と
で
は
そ
れ
だ
け
の
隔
た
り
が
あ
る
こ
と
を
、
こ
の
「
さ
す
が
に
」
か
ら
「
さ
す
が
」
へ
の
推
移
は
示
し
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
こ
S
に
お
い
て
『
う
た
s
ね
』
の
そ
れ
が
4
対
4
で
あ
る
こ
と
は
い
か
に
も
象
徴
的
と
は
言
え
な
い
か
。
　
『
源
氏
物

語
』
を
頂
点
と
す
る
仮
名
文
学
を
模
範
と
し
目
標
と
も
し
た
で
あ
ろ
う
こ
の
擬
古
作
品
が
「
さ
す
が
に
」
を
残
し
、
　
『
平
家
物
語
』
の
動

乱
時
代
以
後
を
生
き
た
作
者
の
言
語
感
覚
が
「
さ
す
が
」
を
生
ん
だ
。
そ
れ
は
、
お
そ
ら
く
は
意
識
的
で
は
無
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

し
、
そ
こ
に
は
お
の
ず
か
ら
に
、
規
範
に
現
実
が
、
守
株
に
進
取
が
は
た
ら
き
合
っ
た
に
違
い
な
い
。
こ
の
一
事
を
も
っ
て
、
そ
う
し
た

相
剋
や
葛
藤
が
あ
い
半
ば
し
均
衡
し
合
っ
た
時
点
に
こ
の
作
品
は
成
っ
た
、
と
想
定
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
に
も
う
が
ち
過
ぎ
と
い
う
も
の

で
あ
ろ
う
か
。

　
ほ

か
に

「
い

ま
さ
ら
・
い
ま
さ
ら
に
」
が
1
例
ず
つ
見
え
る
。
こ
れ
も
源
氏
で
は
「
い
ま
さ
ら
に
」
、
平
家
で
は
「
い
ま
さ
ら
」
の
対

立
を

成
す
。
ま
た
、
底
本
の
「
あ
な
が
ち
」
に
対
し
て
扶
桑
拾
葉
集
本
と
群
書
類
従
本
は
「
あ
な
が
ち
に
」
と
す
る
。
　
「
あ
な
が
ち
」
も

平
家
に

見

え
る
語
で
あ
る
か
ら
、
お
そ
ら
く
は
底
本
系
の
「
あ
な
が
ち
」
を
源
氏
流
に
「
あ
な
が
ち
に
」
と
改
め
た
類
従
本
系
の
さ
か
し

ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
国
語
史
の
知
識
は
本
文
批
判
に
と
っ
て
は
有
用
不
可
欠
な
の
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
れ
ら
の
事
実

は
、
『
う
た
s
ね
』
の
語
彙
の
歴
史
的
位
置
を
示
す
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

八

　
最
後
に

位
相
語
の
こ
と
に
触
れ
て
こ
の
さ
s
や
か
な
報
告
を
終
え
よ
う
と
思
う
。
こ
の
索
引
で
は
『
竹
取
物
語
総
索
引
』
に
倣
っ
て
、

文
例
に

圏
・
函
・
因
の
様
相
の
別
を
示
し
て
参
考
に
供
し
た
こ
と
、
凡
例
に
こ
と
わ
っ
た
と
お
り
で
あ
る
。
「
か
・
か
し
・
か
な
・
が
な
・

け
む
・
こ
そ
・
ま
し
・
む
・
や
」
な
ど
の
、
い
わ
ゆ
る
陳
述
性
の
強
い
助
詞
や
助
動
詞
の
項
に
圏
が
多
く
付
い
て
い
る
の
は
当
然
の
こ
と

で

あ
る
が
、
こ
s
で
は
次
の
二
点
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

　
一
つ
に
は
本
索
引
で
は
圃
の
中
に
し
か
現
れ
な
か
っ
た
語
に
つ
い
て
で
あ
る
。
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き
え
か
へ
り
ま
た
は
く
べ
し
と
お
も
ひ
き
や
圃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
ウ
ー
0

い
わ

ゆ
る
過
去
回
想
の
助
動
詞
「
き
」
は
、
連
体
形
の
「
し
」
2
9
例
、
已
然
形
の
「
し
か
」
5
例
を
数
え
る
が
、
終
止
形
の
「
き
」
は
こ

の

1
例
の
み
で
あ
る
。
も
っ
と
も
源
氏
に
お
い
て
も
ほ
ゴ
こ
の
割
で
終
止
形
の
「
き
」
の
用
例
は
少
な
い
の
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
圃
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

中
だ
け
に
1
例
見
る
の
み
で
地
の
文
に
皆
無
と
い
う
状
況
は
、
抄
物
等
で
「
き
」
が
急
速
に
衰
退
し
、
　
「
し
」
の
み
と
な
っ
て
そ
の
用
法

も
固
定
化
し
て
し
ま
う
傾
向
に
符
合
す
る
も
の
s
ご
と
く
で
あ
る
。

　
　
し
の
ば
ぬ
人
は
あ
は
れ
と
も
み
じ
團
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
ニ
オ
ー
0

　
　
く
も
を
だ
に
よ
も
な
が
め
じ
な
人
め
も
る
と
て
圃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ニ
ウ
8

の

2
例
を
噛
の
中
に
見
せ
る
の
み
の
、
い
わ
ゆ
る
打
消
推
量
の
助
動
詞
「
じ
」
も
ま
た
、
衰
退
の
助
動
詞
で
あ
る
。
口
語
の
世
界
で
は
や

が

て

消
え
て
行
く
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
た
、
も
は
や
地
の
文
に
は
現
れ
ず
、
歌
語
と
し
て
の
み
化
石
的
に
残
存
し
て
行
く
傾
向
を
暗

示
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
第
二
に
は
「
み
つ
か
ら
」
が
2
例
共
に
男
の
消
息
文
中
に
の
み
現
れ
る
と
い
う
点
を
注
意
し
て
お
き
た
い
。

　
　
つ
れ
な

き
よ
の
あ
は
れ
さ
を
み
つ
か
ら
き
こ
え
あ
は
せ
た
く
因
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
ウ
3

　
　
さ
る
べ
き
つ
ゐ
で
も
な
く
て
み
つ
か
ら
き
こ
え
さ
せ
ず
因
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
一
ウ
6

「
み
つ
か
ら
」
は
源
氏
に
も
用
例
は
見
え
る
が
訓
読
語
系
の
語
で
あ
っ
て
、
『
う
た
s
ね
』
の
こ
の
事
実
は
、
す
で
に
改
ま
っ
た
文
章
語

的
存
在
の
男
性
語
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ロ
ド
リ
ゲ
ス
が
『
日
本
大
文
典
』
に
お
い
て

　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
⑳
）

　
　

ワ
ガ
ミ
と
ミ
ヅ
カ
ラ
は
往
々
に
し
て
男
子
の
荘
重
な
談
話
に
用
ゐ
、
汝
自
身
、
彼
自
身
と
い
ふ
意
味
を
示
す
（
傍
点
筆
者
）

と
述
べ
て
い
る
こ
と
に
繋
が
っ
て
行
く
も
の
で
あ
ろ
う
。

九



　
以

上
、
や
s
断
片
的
な
記
述
に
終
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
　
『
う
た
s
ね
』
索
引
を
編
し
て
み
て
、
い
さ
s
か
気
づ
い
た
諸
点
を
ま
と
め
て

み

た
。
本
書
利
用
の
上
で
な
に
ほ
ど
か
の
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
七
五
．
九
．
五
）

付
記

　
「
漢
字
索
引
」
で
明
ら
か
な
よ
う
に
底
本
の
東
山
御
文
庫
本
『
う
た
s
ね
』
の
中
で
用
い
ら
れ
て
い
る
漢
字
の
異
な
り
字
数

は

二
二
六
字
、
延
べ
字
数
は
六
〇
四
字
で
あ
る
。

『うたSね』索引による語彙考察269

（
1
）

（
2
）

（（（（（（876543））））））
（
9
）

注
『
竹
取
物
語
総
索
引
』
（
山
田
忠
雄
編
、
一
九
五
八
年
六
月
）
四
四
四
ぺ
「
お
ぼ
え
が
き
（
二
）
」
に
異
な
り
語
数
＝
一
八
六
、
延
べ
語
数
九
七
六
八

と
計
算
さ
れ
て
い
る
。
異
な
り
語
数
や
延
べ
語
数
の
よ
う
な
、
語
彙
論
上
の
基
本
的
事
項
を
索
引
に
付
随
し
た
調
査
記
録
と
し
て
掲
げ
る
先
例
を

右
索
引
で
は
示
さ
れ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
そ
の
後
籏
出
し
た
索
引
類
が
こ
れ
を
学
ば
な
い
の
は
遺
憾
で
あ
る
。

『
竹
取
物
語
』
で
は
4
位
ま
で
（
給
ふ
・
言
ふ
・
有
り
・
す
）
が
伽
を
越
し
、
1
0
位
ま
で
が
7
0
を
上
回
る
。
『
う
た
s
ね
』
で
は
7
0
に
達
す
る
の
は

1
位
の
「
思
ふ
」
の
み
。
ち
な
み
に
、
『
竹
取
物
語
』
の
詞
の
承
接
の
重
複
指
示
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
触
れ
た
こ
と
が
あ
る
（
「
天
草
本
伊
曽
保

物
語
の

文
章
」
日
本
大
学
文
学
部
研
究
年
報
・
昭
和
三
十
一
年
度
）
。

宮
島
達
夫
編
（
一
九
六
九
年
一
二
月
）
三
三
七
ぺ
「
上
位
2
0
語
の
表
」
。
多
く
は
「
有
り
・
人
・
言
ふ
・
事
・
す
」
等
が
ー
．
2
位
を
占
め
る
。

『
岩
波
古
語
辞
典
』
（
大
野
晋
・
佐
竹
昭
広
・
前
田
金
五
郎
編
、
一
九
七
四
年
一
二
月
）

『
源
氏
物
語
大
成
』
（
池
田
亀
鑑
編
、
一
九
五
三
年
八
月
）
索
引
篇

『
古
典
対
照
語
い
表
』
で
は
源
氏
の
延
べ
語
数
を
二
〇
万
七
八
〇
八
語
と
す
る
。

『
十
六
夜

日
記
校
本
及
び
総
索
引
』
（
江
口
正
弘
編
、
一
九
七
二
年
八
月
）

『
う
た
～
ね
』
の
「
御
ー
」
は
す
べ
て
漢
字
表
記
で
あ
っ
て
、
こ
れ
だ
け
で
は
「
お
ん
ー
」
で
あ
っ
た
証
明
は
出
来
な
い
が
、
一
方
、
源
氏
の
方

で
も
、
「
お
ん
ー
」
は
院
政
時
代
以
降
に
現
わ
れ
た
と
は
い
う
も
の
s
、
現
存
本
の
表
記
の
上
か
ら
は
か
な
ら
ず
し
も
一
律
に
「
お
ほ
む
ー
」
と

一
部
の
「
お
ー
」
と
の
み
と
は
決
し
が
た
い
面
も
あ
る
の
で
、
語
に
ょ
っ
て
は
「
お
ん
ー
」
も
あ
り
得
た
と
見
て
源
氏
用
語
の
内
と
処
理
し
た
。

拙
稿

「
新
猿
楽
記
の
語
彙
ー
付
、
語
彙
索
引
ー
」
（
山
梨
県
立
女
子
短
期
大
学
記
要
第
八
号
、
一
九
七
五
年
三
月
）
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（1
8
）

（1
9
）

（2
0
）

『
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
に
つ
き
て
の
研
究
』
（
築
島
裕
著
、
一
九
六
三
年
三
月
）
第
六
章
「
仮
名
文
学
と
漢
文
訓
読
」
七
八
一
ぺ

「
『
う
た
s
ね
』
考
ー
付
・
東
山
御
文
庫
本
（
翻
刻
）
ー
」
（
二
松
学
舎
大
学
論
集
、
昭
和
四
十
七
年
度
）

用
例
の
拠
っ
た
テ
キ
ス
ト
が
良
く
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
　
「
や
ま
が
つ
」
を
「
山
賊
」
に
誤
る
。

『
室
町
時
代
の
言
語
研
究
』
（
一
九
二
九
年
一
二
月
）
二
五
三
ぺ

『
東
洋
大
学
大
学
院
紀
要
』
6
（
一
九
七
〇
年
三
月
）
「
国
語
資
料
と
し
て
の
抄
物
ー
書
陵
部
蔵
『
魯
論
抄
』
を
め
ぐ
っ
て
ー
」

『
抄
物
大
系
・
毛
詩
抄
』
（
中
田
祝
夫
編
、
一
九
七
二
年
二
月
）
（
上
）

『
歌
舞
伎
評
判
記
集
成
』
第
六
巻
（
歌
舞
伎
評
判
記
研
究
会
編
、
一
九
七
四
年
一
〇
月
）

『
平
家
物
語
総
索
引
』
（
金
田
一
春
彦
・
清
水
功
・
近
藤
政
美
編
、
一
九
七
三
年
四
月
）
に
よ
れ
ば
、
「
さ
す
が
」
の
項
目
に
は
「
さ
す
が
な
れ
ば
」

を
2
例
、
「
さ
す
が
に
て
」
を
1
例
含
み
、
「
さ
す
が
な
り
」
の
子
項
目
「
さ
す
が
に
」
に
は
「
さ
す
が
に
て
」
1
例
を
含
む
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

の

仕
事
で
は
副
詞
と
形
容
動
詞
の
区
別
の
ご
と
き
は
無
理
の
よ
う
で
あ
る
。
「
あ
な
が
ち
」
の
項
に
お
い
て
も
同
趣
の
混
乱
が
見
ら
れ
る
。

前
記

「
う
た
s
ね
考
」
に
お
い
て
次
田
氏
は
、
『
十
六
夜
日
記
』
に
比
し
て
『
う
た
s
ね
』
の
用
語
の
一
部
に
新
し
さ
が
見
ら
れ
る
点
に
つ
い
て
、

晩
年
の
社
会
的
地
位
と
家
庭
環
境
と
か
ら
作
者
は
守
旧
的
に
傾
斜
し
た
と
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。
『
う
た
～
ね
』
と
『
十
六
夜
日
記
』
と
の
比
較

考
察
は
、
な
お
今
後
の
課
題
で
あ
ろ
う
。

は

や

く
『
日
本
文
法
史
』
（
小
林
好
日
著
、
一
九
三
六
年
九
月
）
に
お
い
て
「
時
の
助
動
詞
の
う
ち
「
き
」
は
も
っ
と
も
早
く
影
を
ひ
そ
め
た
」

（
一
九
ニ
ペ
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
『
う
た
s
ね
』
に
お
け
る
時
の
助
動
詞
は
「
け
り
」
5
3
・
「
た
り
」
5
9
・
「
つ
」
2
2
・
「
ぬ
」
9
7

・
「
り
」
（
「
る
」
の
み
）
4
例
と
い
う
使
用
状
況
で
あ
る
。

『
日
本
大
文
典
』
（
土
井
忠
生
訳
注
、
一
九
五
五
年
三
月
）
二
六
六
ぺ


